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糸島市立福吉小学校

後期の前半が終わりました！

毎日寒い日が続いています。１０月第２週から始まった後期ですが、明日から冬休み

に入ります。

後期に入り、学習参観・体育発表会・修学旅行などの行事と地域等のご支援のもと、

人権の花ひまわりの種とばしや神楽、稲刈り、稚魚放流、交通安全教室、体力テストな

どを実施することができましたことにほっとしています。

１２月からは新型コロナウイルスの感染者が増えたことで、地域の方と直接会って共

に活動することが難しい状況になりました。しかしながら、オンラインや DVDを活用し

てできる活動を工夫しながら実施しました。福吉コミュニティーセンター主催の FMM

のクリスマスコンサートや絵本の読み聞かせをオンラインでチャレンジしたり、神楽の

舞の練習風景を納めた DVDを神楽保存会の方に見ていただき指導してもらったり、国立

天文台の先生にご講話をいただいたりすることができました。子供たちはとても喜んで

いましたが、時代が一気に進んでしまった気がしています。

糸島市から全児童に配付されるタブレットは１７日に学校に納入されました。準備を

整えて１月から使用します。タブレットを使った学びは教師より子供の方が早いかもし

れません。私たちもしっかり研修したいと思っています。

後期後半は１月８日（金）から始まります。始業式はありませんので給食があります。

後期後半が無事に始まることを祈るばかりです。冬休みの生活については別紙で配付し

ています。規則正しい生活を送り、健康に気を付けてお過ごしください。

【オンラインによるＦＭＭコンサート】 【神楽】 【読書タイム】

しおさい



「やればできる みんなでチャレンジ」

１１月末号で、読書について目標１０，０００冊をすでに達成してしまったことはお

知らせしました。図書の本の貸出冊数はまだまだ伸びています。

もう一つの目標である、詩の暗唱について、１２月２２日・２３日に、各学級代表児

童による詩の暗唱の披露会をオンラインで行いました。初めての取組でしたが、代表者

は少し緊張しながも暗唱した詩を堂々と披露していました。

数え歌や早口言葉にチャレンジした子供もいました。高学年では長い論語を披露した

子供もいてびっくりしました。詩の暗唱は、子供たちに豊かな言語感覚を身につけさせ

たいと思い取り組んでいます。暗唱することを通して、言葉を取得し、言葉の美しさや

温かさに気づいたりすることができるようにしたいと思っています。代表者は、詩の披

露を終え教室に戻った時に友達からとても温かい大きな拍手で迎えてもらっています。

代表者も迎える子供たちもとても嬉しそうでした。学級が一つになった瞬間を見ること

ができました。後期後半も続けて取り組みます。

音楽を聞くことについても、たくさん楽曲に触れることができました。大きな声で歌

うことはまだできませんが、「みんなのうた」を開いて拍子をとったり拍手をしたりして

聞いています。今はやりの曲だけでなく、昔から歌われてきた楽曲にも関心をもち自然

に口ずさむ子供に育ってくれれば嬉しいです。

子供たちは一生懸命掃除をするようになりました。遊んでいる子供は一人もおりませ

ん。やるべきことはきちんとやる、「やればできる」子供に育っています。後期後半も職

員一同がんばります。御支援・御協力よろしくお願いします。

【お知らせ】

福吉小学校の卒業生として各方面で活躍している

先輩より、子供たち一人一人にスタンドに入った葉

画をいただいています。子供たちのお礼のメッセー

ジを冬休み中に届けたいと思います。

１月行事 １５日（金） 委員会活動４，５，６年生

８日（金） 後期後半開始 ２５日（月） 入学説明会

１２日（火） ALT来校 ※感染拡大により変更する場

１３日（水） PTA運営委員会 ＡＬＴ来校 合があります。


